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日
本
銀
行
を
中
核
三
す
る
金
融
機
関
の
組
織
瞳

太

良E

島

目
Eヨ

|
|
金
融
機
闘
を
し
て
、
日
本
銀
行
を
中
核
と
し
て
組
融
睡
を
結
成
せ
し
め
、
政
府
指
導
白
下
に
、
同
業
連
帯
一
一
世

龍
を
愛
揮
し
、
金
融
統
制
の
責
施
に
協
力
し
、
且
つ
、
金
融
と
産
業
、
と
の
聯
絡
の
緊
密
を
閏

b
し
む
。

右
組
織
瞳
は
、
原
則
と
し
て
、
日
本
銀
行
及
び
各
種
業
趨
別
閥
横
を
以
て
構
成
し
、
金
閥
的
統
轄
圏
瞳
と
ず
。
な
ほ
要
ナ
れ
ば
、

各
種
の
金
融
機
関
を
包
含
す
る
地
域
同
値
を
設
〈
O

(

財
政
脅
融
基
牢
方
策
要
綱
策
ニ
ノ
豆
ノ
に
い
)
|
l

的
に
そ
の
機

資
金
の
性
格
と
金
融
機
構

一
つ
の
金
融
機
構
の
裡
に
於
て
、
+
ャ
た
る
地
位
を
占
め
て
居
る
資
金
の
性
格
は
、
そ
の
金
融
機
構
自
贈
を
規
制
す
る
ば
か
り
で
は

泣
く
、
金
融
上
白
制
度
も
、
金
融
機
闘
の
性
格
も
、
令
融
市
場
白
働
昔
も
、
す
べ
て
の
金
融
上
白
事
柄
を
規
制
す
る
。

日
事
銀
行
在
中
極
と
オ
る
金
融
機
踊
白
組
織
僅

第
五
十
三
巻

六
= 

箭
四
韓



日
本
銀
行
在
中
核
と
す
る
金
融
輔
岡
町
組
織
樫

億
五
十
=
一
審

ムノ、
回

静
四
鵠

一

資
金
白
性
格
は
、
そ
の
殻
生
の
態
様
に
よ
っ
て
賦
興
せ
ら
れ
る
。
資
金
白
張
生
は
沿
革
的
に
は
、
四
つ
の
も
の
を
鼎
げ
る
と
と
が

出
来
る
。
第
て
金
本
位
制
度
白
下
忙
あ
っ
て
は
、
商
品
的
金
が
貨
幣
的
金
と
在
る
こ
と
、
第
一
一
、
海
外
資
金
の
流
入
、
第
三
、
園

家
に
於
け
る
資
金
の
創
作
、
第
四
、
中
央
銀
行
に
於
け
る
資
金
の
創
作
、
己
の
四
つ
で
あ
る
。

商
品
的
金
の
貨
幣
的
金
と
た
る
に
つ
い
て
は
、
川
金
の
産
出
に
よ
る
も
D
と
、
一
山
金
の
海
外
よ
り
の
輸
入
に
よ
る
も
の
と
、
小
川
飾

接
及
器
具
用
金
の
輔
挫
に
よ
る
も
の
と
が
あ
る
。

海
外
資
金
白
流
入
に
は
、
川
輪
山
川
超
過
白
代
金
の
受
領
、
同
外
岡
投
資
の
同
牧
ま
た
は
利
子
自
思
議
、
一
山
移
柏
日
比
の
母
盟
活
金
、

作
権
迩
双
保
険
等
白
牧
入
、
体
外
債
手
取
金
也
受
領
、
い
戦
勝
償
金
白
受
領
等
が
そ
の
主
た
る
も
白
で
あ
る
。

資
金
の
剛
山
北
に
よ
る
創
作
に
は
、
イ
不
換
紙
幣
の
強
行
止
、
ロ
巾
央
銀
行
に
引
交
際
募
せ
し
め
た
る
岡
債
千
取
金
を
そ
の
刷
出
金
に

振
替
〈
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
れ
を
支
掛
資
金
と
す
る
揚
合
と
が
あ
る
。
引
は
車
生
的
創
作
で
あ
り
、
同
は
相
互
負
債
的
創
作
で
あ

る
中
央
銀
行
に
於
け
る
資
金
白
創
作
と
い
ム
は
、
そ
の
銀
行
券
古
川
叫
ん
訂
の
概
能
に
基
音
有
傾
詮
去
を
保
詮
と
し
て
銀
釘
恭
を
油
田
桁
す
る

己
と
で
あ
る
。
令
銀
を
準
備
止

L
て
後
行
せ
ら
れ
た
る
銀
行
法
の
供
給
は
、
第
一
の
揚
合

ι随
す
る
白
で
あ
り
、
外
国
矯
替
手
形
を

準
備
と
す
る
も
の
は
、
第
二
の
掛
合
忙
嵐
す
る
の
で
あ
り
、
国
債
を
以
て
咋
備
と
す
る
も
白
は
、
第
二
一
白
揚
合
に
崩
す
る
。
ゆ
主
に

中
央
銀
行
の
資
金
の
創
作
・
ご
い
ム
も
の
は
、
中
央
銀
行
と
民
間
銀
行
と
り
相
互
負
債
白
闘
係
に
於
け
る
創
作
で
あ
る
c

己
れ
に
は
、

げ
商
業
手
形
の
割
引
と
、
何
銀
行
債
捨
川
刊
の
貸
付
と
が
あ
る
。
も
し
、
利
伯
、
株
去
、
そ
の
他
山
財
首
を
務
保
と
し
て
貸
付
を
在
す

た
ら
ば
、
そ
れ
は
川
忙
局
す
る
c

川
は
短
期
金
融
で
あ
り
、
同
は
長
期
金
融
で
あ
る
。

以
上
に
列
皐
せ
る
も
の
が
、
資
金
の
設
生
原
凶
で
あ
る
。

E
D
外
に
、
こ
白
問
題

ιつ
い
て
注
目
す
べ
き
と
と
は
、
民
間
銀
行
に



於
け
る
謂
は
ゆ
る
資
金
の
創
作
で
あ
る
。
併
し
、
乙
れ
は
右
の
列
串
原
凶
に
よ
っ
て
殻
生
し
た
る
資
金
む
、
銀
行
機
能
に
よ
る
所
。

膨
脹
に
外
在
ち
自
の
で
あ
っ
て
、
資
金
の
本
源
的
護
生
で
は
左
く
、
従
っ
て
、
金
融
機
排
そ
の
他
の
性
格
を
制
規
す
る
も
の
で
は
た

ν、。
民
間
銀
行
に
上
っ
て
創
作
せ
ら
る
、
資
金
と
い
ム
は
、
頭
金
と
し
て
政
け

λ
れ
を
交
け
た
も
の
を
、
更
に
貸
刊
し
恭
し
く
は
投
資

す
る
己
と
に
上
っ
て
生
や
る
も
の
で
あ
っ
て
、
銀
行
と
そ
の
取
引
先
と
の
貸
借
関
係
に
よ
っ
て
、
創
作
せ
ら
れ
る
り
で
あ
る
。
す
た

は
ち
、
こ
の
貸
山
刊
投
奇
せ
ら
れ
た
る
誠
司
令
-
が
、
再
び
預
金
と
し
て
玖
け
入
れ
ら
れ
、
そ
れ
が
ま
た
貸
間
投
資
せ
ら
れ
る
と
い
ふ
己
と

を
繰
返
す
と
と
に
よ
っ
て
、
最
初
に
預
金
と
し
て
受
け
入
れ
た
設
金
白
幾
倍
か
の
預
金
と
な
っ
て
膨
脹
す
る
の
で
あ
る
。
勿
論
、
と

の
揚
合
に
於
て
、
預
金
ー
と
貸
出
投
資
と
が
無
限
に
線
返
さ
る
h
も
の
で
は
た
〈
、
そ
の
貸
出
投
資
匂
に
、
政
金
の
引
山
川
に
肱
じ
作
る

準
備
金
制
だ
け
は
、
常
に
保
山
川
せ
ら
れ
て
、
そ
の
油
開
部
が
貸
州
投
資
に
山
け
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
と
の
聞
係
に
於
け
る
資

金
心
創
作
は
最
初
の
預
金
制
を
分
子
と
し
、
叩
す
備
率
を
分
目
と
す
る
獄
を
以
て
印
刷
限
と
す
る
。

そ
し
て
、
と
の
資
金
の
判
栴
と
し
て
、
特
に
作
意
す
べ
き
と
と
は
、
そ
の
最
初
の
預
金
な
る
も
の
は
前
に
述
べ
た
問
つ
の
費
生
原

川
よ
り
ヰ
ヒ
た
資
金
の
白
け
入
れ
よ
り
成
る
も
の
で
あ
る
。
ゆ
主
に
、
乙
の
閥
係
に
於
い
て
創
作
せ
ら
れ
た
資
金
は
、
最
初
の
一
民
金

に
於
け
る
資
金
の
悦
絡
を
縦
承
す
る
・
も
の
で
あ
っ
て
、
日
っ
、
最
初
の
間
以
金
が
、
そ
山
登
生
原
闘
と
正
に
逝
な
る
四
つ
の
消
滅
駅
間

-
l
i
て
貨
幣
的
金
が
商
品
的
余
と
た
る
と
と
、
二
、
資
金
の
海
外
流
出
、
三
、
政
府
へ
の
資
金
の
捌
込
、
四
、
中
央
銀
行
へ
の
資

金
の
返
済
t

に
よ
り
て
消
滅
す
れ
ば
、
そ
れ
を
某
磁
と
し
て
膨
脹
し
た
る
資
金
は
、
全
部
的
に
消
滅
す
る
と
主
で
あ
る
。

要
す
る
に
、
金
融
機
構
や
、
金
融
制
度
十
、
令
一
融
機
開
聞
や
、
金
融
取
引
や
、
金
融
市
場
を
、
規
制
す
る
所
の
も
の
は
、
民
間
銀
行

が
、
貸
借
関
係
に
於
で
、
そ
の
取
引
先
と
の
取
引
闘
係
に
よ
っ
て
創
作
し
た
る
資
金
で
は
な
〈
、
最
初
に
述
べ
た
所
の
、
四
つ
白
護

日
本
銀
行
を
中
肢
差
す
る
金
融
構
聞
の
組
織
輯

第
五
十
=
一
巻

一
六
五

第
四
競



日
本
銀
行
を
中
接
と
す
る
金
融
構
閥
白
組
織
瞳

第
五
十
三
巻

=一六六

第
四
競

回

生
原
因
よ
り
生
じ
た
資
金
で
あ
る
。

公
債
に
よ
り
て
調
遼
せ
ら
れ
た
る
戦
時
資
金
の
性
格

今
日
目
我
図
に
於
て
、
主
要
な
る
地
位
を
占
め
て
居
る
奏
金
は
、
会
債
に
よ
っ
て
調
達
せ
ら
れ
た
る
資
金
で
あ
る
。
昭
和
七
年
十

一
月
以
来
、
政
府
は
主
と
し
て
、
謂
は
ゆ
る
赤
字
会
債
を
以
て
、
事
同
班
時
子
宮
庭
帥
析
す
る
の
方
策
を
樹
℃
た
D
で
あ
る
が
、
そ
れ
以
来

今
日
ま
で
に
夜
行
し
た
る
公
債
は
、
凡
そ
一
一
百
五
十
倍
闘
に
窪
す
る
。

(
そ
れ
以
前
遊
行
白
も
の
を
加
算
す
れ
ば
、
十
六
年
六
月
末
に
於
て
三

百
二
十
億
間
近
〈
と
な
る
)
。
己

D
E額
の
赤
字
公
債
は
、
主
と
し
て
、
日
本
銀
行
。
引
受
け
る
所
で
あ
っ
て
、
と
れ
は
引
受
け
と
同
時

に
、
政
府
賞
金
と
た
り
、
政
府
は
こ
の
預
金
を
そ
の
支
梯
に
定
て
、

己
白
資
金
が
、

我
が
園
金
融
白
主
調
を
た
し
て
居
る
の
で
あ

る
。
も
と
よ
り
、
渡
行
公
債
白
金
金
額
が
、
金
融
市
場
に
滞
留
し
て
、
資
金
と
し
て
働
い
て
居
る
諜
で
は
た
い
。
そ
の
大
部
分
は
、

既
に
謂
は
ゆ
る
公
債
消
化
に
働
い
て
、
資
金
と
し
て
は
、
消
滅
し
て
居
る
白
で
あ
る
。
す
た
は
ち
昭
和
十
五
年
六
月
比
於
て
、
赤
字

公
債
以
前
D
も
白
を
含
め
て
、
そ
の
消
化
額
は
、
凡
そ
二
百
八
十
億
困
を
超
え
て
居
る
。
乙
白
消
化
額
は
、

一
庭
、
市
場
に
於
て
資

金
と
し
て
働
い
た
も
白
で
あ
る
け
れ

E
も
、
今
日
で
は
、
既
に
資
金
と
し
て
は
、
消
滅
し
℃
居
る
も
の
で
あ
る
。

赤
字
公
債
務
行
以
前
に
於
て
は
、
我
が
金
融
市
場
に
於
け
る
資
金
は
、
主
と
し
て
、
前
掲
の
第
一
、
第
二
及
び
第
四
の
残
生
原
因

に
よ
っ
て
生
じ
た
も
白
で
あ
っ
た
。
併
し
、
そ
の
申
第
一
及
び
第
二
白
費
生
原
因
の
も
の
は
、
そ
の
後
の
俊
生
の
も
の
と
共
に
殆
ど

海
外
に
流
出
し
て
仕
舞
仏
、
今
H
に
於
て
、
第
四
の
も
白
が
存
在
す
る
に
過
ぎ
な
い
白
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
、
全
資
金
の
中
氏
於
て

甚
だ
小
部
分
を
占
む
る
に
過
ぎ
在
い
も
の
と
な
O
た
。
従
っ
て
、
今
日
に
於
て
、
我
が
金
融
市
場
に
於
て
主
要
注
る
地
位
を
占
む
る

も
の
は
、
公
債
に
よ
っ
て
調
達
せ
ら
れ
た
る
資
金
で
あ
る
。



そ
れ
ゆ
ゑ
に
、
今
日
D
我
が
金
融
機
構
を
初
め
、
そ
の
他
寓
般
の
金
融
事
象
が
如
何
あ
る
べ
ま
か
を
見
る
に
は
、
と
り
公
債
に
よ

っ
て
調
建
せ
ら
れ
た
る
戦
時
資
金
白
性
格
を
検
討
し
ι泣
け
れ
ば
な
ら
ね
。

公
債
に
よ
っ
て
調
達
せ
ら
れ
た
る
戟
時
資
金
の
性
格
と
し
て
、
第
一
に
皐
ぐ
べ
き
は
、
己
白
資
金
は
、
事
援
の
途
行
と
閲
防
の
充

買
と
に
必
要
な
る
が
ゆ
ゑ
に
、
創
作
せ
ら
れ
売
も
の
で
あ
る
と
い
ふ
と
と
で
あ
る
。
縫
っ
て
、
と
の
資
金
は
、
一
事
費
冒
と
園
防
と
が
必

要
と
す
る
だ
け
、
モ
の
長
が
必
要
と
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
資
金
の
景
が
事
務
や
悶
防
を
限
定
す
る
の
一
で
は
た
く
、
事
務
D
完
途
と

高
度
園
防
完
成
と
白
要
求
が
、
資
金
の
必
要
量
を
決
定
す
る
白
で
る
る
。

第
二
に
、
公
債
に
よ
っ
て
調
達
世
ら
れ
た
る
己
の
賛
会
は
、
イ
ン
フ
レ

1
V
ヨ
Y

を
惹
些
一
起
す
の
傾
向
を
も
っ
と
い
ふ
己
と
で
あ

る
。
金
融
界
が
、
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
と
た
る
か
、
た
ら
ぬ
か
は
、
資
金
と
物
財
と
の
均
衡
が
破
れ
る
か
、
破
れ
・
泣
い
か
に
よ
っ
て

定
ま
る
c

そ
れ
ゆ
ゑ
に
、
資
金
の
貴
は
、
と
の
揚
合
に
於
て
は
、
物
財
む
且
一
旦
に
よ
っ
て
、
換
言
す
れ
ば
、
生
産
力
に
上
っ
て
、
限
定

せ
ち
れ
ざ
る
を
得
た
い
。
事
媛
、
と
悶
防
と
は
資
金
の
量
に
関
係
な
く
、
己
れ
を
要
求
す
る
。
し
か
し
、
物
財
は
、
ま
た
は
、
生
産
力

は
、
資
金
の
量
を
限
定
す
る
。
そ
れ
を
超
え
て
資
金
が
創
作
せ
ら
る
t
A

な
ら
ば
、
イ
ン
フ
レ

1
シ
ヨ
ジ
の
起
る
を
防
ぎ
得
な
い
。

第
三
に
、
公
債
に
よ
っ
て
調
達
せ
ら
れ
た
己
の
資
金
は
、
己
の
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
防
止
の
必
要
上
、
民
需
資
金
の
競
争
力
を
奪
は

友
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
自
由
主
義
経
済
の
下
に
あ
っ
て
は
、
物
財
の
獲
得
は
、
代
債
の
競
争
に
よ
っ
て
、
決
定
せ
ら
れ
る
。
か
h

る
機

構
の
ま
h

で
あ
る
左
ら
ば
、
政
府
に
於
て
創
作
せ
ら
る
t
h

資
金
は
、
然
ら
ざ
る
費
金
よ
り
も
、
物
財
白
獲
得
競
争
に
一
沿
い
て
、
そ
の

力
に
勝
る
と
こ
ろ
あ
る
は
、
い
ふ
ま
で
も
な
い
。
従
っ
て
自
由
主
義
経
済
の
士
、
で
、
公
債
財
政
が
器
士
る
t
h

左
ら
ば
、
イ
ン
フ
レ

1
十
ヨ
ン

E
惹
き
起
き
Y
る
を
得
な
い
。
そ
れ
ゆ
ゑ
に
、
公
債
資
金
が
競
争
的
に
働
〈
の
必
要
が
左
い
や
う
に
、
民
需
の
競
争
力
を

奪
ム
た
め
に
、
資
金
の
消
叡
的
統
制
な
る
も
り
が
行
は
る
L
こ
と
L
仕
る
の
で
あ
る
。

日
本
銀
行
を
申
肱
在
す
る
金
融
機
関
白
組
織
開

第
五
十
=
一
巻

六
七

第
四
競

五



日
本
銀
行
を
中
棋
と
す
る
金
融
暗
闘
の
組
織
檀

第
五
十
三
巻

= 
占/、
F、

第
凶
競

六

第
四
に
、
公
債
に
よ
っ
て
調
達
せ
ら
れ
た
戦
時
資
金
は
、
そ
の
或
部
分
は
，
軍
需
工
業
D
生
産
力
横
古
の
売
め
に
工
業
費
金
と
し

て
、
有
殺
に
働
か
注
げ
れ
ば
左
ら
由
。
資
金
の
積
極
的
統
制
が
と
り
目
的
の
た
め
に
行
は
れ
る
。
併
し
危
が
ら
、
と
白
資
金
は
、
金

融
的
に
、
長
期
に
同
定
し
て
は
な
ら
な
い
。
換
一
一
百
す
れ
ば
、
な
る
べ
く
川
「
く
、
中
央
銀
行
に
還
流
し
た
け
れ
ば
な
ら
を
い
。
金
融
市

場
に
滞
留
す
れ
ば
、
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
と
な
る
か
ら
で
あ
る
。

第
五
に
、
公
債
に
よ
っ
て
調
達
せ
ら
れ
た
る
資
金
は
、
そ
の
使
命
を
山
市
し
た
る
上
は
、
速
に
、
公
債
消
化
に
働
い
て
消
滅
し
左
け

れ
ば
な
ら
ぬ
。
と
白
資
金
は
、
産
業
界
に
山
内
亡
行
き
、
生
産
活
動
に
働
い
て
後
に
は
、
消
費
活
動
に
も
働
く
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の

生
成
は
、
}
方
的
創
作
的
に
調
建
せ
ら
れ
る
心
で
あ
る
か
ら
、
と
れ
を
岐
牧
す
る
こ
と
が
た
い
た
ら
ぽ
、
累
積
し
て
、
そ
の
現
ホ
量

が
、
吠
第
に
、
物
財
の
生
産
カ
に
超
過
す
る
己
と
、
在
る
。
ゆ
主
に
、
と
の
資
金
は
、
そ
の
円
的
と
す
る
と
と
ろ
の
活
動
を
な
し
た

る
上
は
、
惑
に
吸
収
せ
ら
れ
ね
ば
な
ら
ね
。
そ
し
て
、
こ
れ
を
吸
牧
す
る
方
法
は
、
す
な
は
ち
、
公
債
の
消
化
で
あ
る
。
己
の
賞
金

を
創
作
し
た
る
と
己
る
の
赤
字
公
債
そ
の
も
り
を
、
消
化
す
る
の
で
あ
る
。
生
れ
た
と
こ
る
の
本
に
蹄
っ
て
消
え
在
け
れ
ば
た
ら
ぬ

の
で
あ
る
。

今
日
、
我
が
金
融
市
揚
比
於
て
存
在
し
、
供
給
せ
ら
る
t
h

資
金
は
、
右
の
如
宮
性
格
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
o

従
っ
て
、
脊
一
今
一
の

需
要
も
か
、
る
性
格
を
有
す
る
資
金
白
供
給
を
以
て
、
こ
れ
に
充
て
得
る
限
り
に
於
て
、
そ
れ
が
充
さ
れ
得
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ

民
泊
し
た
い
需
要
は
、
今
日
の
金
融
市
場
に
於
て
、
充
足
の
博
外
に
置
か
る
、
と
と
、
な
ら
ざ
る
を
得
た
い
。

H
本
銀
行
を
中
核
と
す
る
金
融
組
織
膿

更
に
需
婆
の
側
よ
り
克
る
に
、
-
両
度
倒
防
完
成
の
要
請
を
充
す
上
よ
り
見
れ
ば
、
そ
の
資
金
は
、
主
と
し
て
生
産
資
金
で
あ
り
工



業
資
金
で
あ
る
と
止
は
申
す
ま
で
も
注
い
、
帥
ち
、
戦
時
下
寸
前
度
同
防
完
成
の
た
め
に
は
、

H
翻
の
資
金
主
必
姿
と
す
る
の
で
あ
る

が
、
そ
の
資
金
は
、
生
産
設
備
の
新
設
擁
張
改
良
等
に
向
け
ら
Z
L
も
の
と
、
資
材
動
力
等
の
賀
入
及
び
給
料
持
貨
の
支
榊
に
刷
ゐ

ら
石
、
も
の
と
り
、
両
者
に
於
て
、
新
ら
た
な

Z
供
給
に
倹
た
た
け
れ
ば
な
ら
ぬ
の
で
あ
る
。
前
者
は
、
工
業
設
備
に
用
ぬ
ら
る
h

も
の
で
あ
る
か
ら
、
工
業
資
金
で
あ
り
、
長
期
奇
金
で
あ
る
。
後
者
の
中
、
資
材
動
力
等
の
買
入
れ
に
用
ゐ
ら
る
t
h

も
の
は
、
工
業

取
引
に
闘
す
る
も
白
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
性
質
は
、
商
業
費
令
一
と
同
様
に
短
期
資
金
で
あ
る
。
更
に
、
給
料
弊
貨
に
川
ゐ
ら
る
、
も

の
は
、
工
業
資
金
で
は
あ
る
が
、
奴
期
資
金
で
あ
る
。

戦
時
金
融
は
、
前
述
の
社
格
を
も
っ
資
金
を
以
て
、
か
t
h

る
金
融
需
要
に
肱
宇
る
た
め
に
、
そ
の
供
給
と
還
流
と
に
つ
い
て
、
柑
岨

正
問
滑
な
る
機
構
白
整
備
を
要
請
す
る
。
従
前
白
金
融
機
時
は
、
己
の
要
請
に
脹
ム
ペ
〈
、
そ
の
慣
制
を
改
め
な
付
れ
ば
た
ら
ぬ
。

「
財
政
金
融
基
本
方
策
要
綱
」
白
意
同
す
る
所
、
-
止
に
と
也
、
に
あ
ら
む
ば
た
ら
ね
。
と
の
鴨
制
更
新
に
つ
い
て
は
、
幾
多
の
問
題
を
匂

賊
す
る
所
で
あ
る
が
、

己
主
で
は
専
ら

円
本
銀
行
を
巾
核
と
す
る
金
融
組
織
惜
の
機
憾
と
職
能
と
に
つ
い
て
通
ぶ
る
こ
と
t
h

す

る。
同
本
銀
行
が
、
と
の
闘
係
に
於
て
問
題
、
a
p

」
友
る
闘
は
、
第
一
陀
、
政
府
D
機
関
銀
行
と
し
て
ピ
あ
り
、
第
二
に
、
金
融
り
中
極
機

闘
と
し
て
官
あ
り
、
第
一
一
一
に
、
費
朱
銀
行
と
し
て
V

あ
る
。

我
が
中
央
銀
行
た
る
日
本
銀
行
が
、
政
府
の
機
関
銀
行
y

と
し
て
、
今
日
白
戦
時
高
度
園
防
の
完
成
に
つ
い
て
輩
し
つ
h
あ
る
役
目

は
、
周
知
の
如
〈
、
公
債
の
引
受
け
に
よ
っ
て
、
政
府
資
金
の
需
要
に
蓮
臆
し
て
、
政
府
預
金
と
し
て
の
資
金
を
作
同
し
、
と
れ
を

政
府
の
支
沸
に
従
っ
て
、
民
聞
に
沸
渡
す
と
共
に
、
と
の
民
間
忙
沸
渡
さ
れ
た
る
資
金
の
累
積
の
傾
向
を
見
詰
め
つ
弘
、
そ
の
資
金

を
以
て
手
持
公
債
の
消
化
を
進
捗
せ
し
め
て
居
る
己
と
で
あ
る
。

日
本
銀
行
を
申
楳
と
す
る
金
融
機
嗣
白
組
織
挫

第
五
十
四
巻

六
九

第

擁

七



日
本
銀
行
を
中
核
と
す
る
金
融
槽
関
白
組
織
値

第
五
十
=
一
巻

七
O 

第
四
抗

丹、

公
債
の
夜
行
方
法
に
つ
い
て
、
何
等
か
の
轡
更
の
必
要
あ
る
や
否
や
は
、

一
つ
の
問
題
で
あ
る
け
れ

E
も
、
そ
れ
は
日
本
銀
行
が

政
府
白
機
閥
銀
行
た
る
固
に
於
て
の
問
題
で
は
た
い
。

E

D
耐
に
於
け
る
械
能
を
議
す
も
?
と
し
て
は
、
今
日
白
日
本
銀
行
の
機
能

に
特
に
改
む
べ
き
も
の
を
認
め
得
注
い
で
あ
ら
う
。

金
融
の
中
枢
機
関
と
し
て
の
日
本
銀
行
の
機
能
は
、

民
間
資
金
の
必
要
に
膝
じ
て
こ
れ
を
供
給
し
、

そ
の
綬
設
と
滞
留
に
庭
し

て
、
己
れ
を
吸
取
す
る
に
あ
る
。
そ
の
必
要
に
雁
ビ
て
た
す
所
の
供
給
は
、
次
に
中
迎
ぷ
る
夜
祭
銀
行
と
し

τ
の
機
能
と
撚
く
閥
聯
す

る
問
で
あ
る
が
、
併
し
、
民
間
資
金
が
或
一
方
両
に
偏
在
し
て
、
遊
閑
欣
態
に
あ
る
と
き
に
、
こ
れ
を
引
上
げ
一
工
、
必
要
方
而
に
特

換
吃
し
む
る
揚
合
の
資
金
の
供
給
は
、
金
融
中
栴
機
関
と
し
て
心
資
金
の
供
給
で
あ
っ
て
、
こ
れ
は
、
愛
券
銀
行
と
し
て
の
機
能
と

は
分
離
的
に
汚
察
せ
ら
る
べ
き
で
あ
る
。
而
し
て
、

こ
の
こ
と
は
、

民
間
資
金
の
闘
滑
敏
建
k
Z
吸
取
作
用
と
関
聯
す
る
所
で
あ

る。
己
目
目
的
の
た
め
に
は
、
日
本
銀
行
を
中
根
左
し
て
、
と
れ
と
密
接
註
る
聯
絡
を
保
持
す
る
構
迭
に
於
て
、
各
種
金
融
機
関
の
閣

慨
を
結
成
す
る
を
要
す
る
。
そ
し
て
、
そ
の
関
関
の
構
成
員
た
る
所
白
今
-
融
機
闘
に
還
流
し
、
士
た
は
集
積
す
る
資
金
は
‘
統
制
の

保
件
に
遡
合
す
る
川
詮
に
射
し
、
そ
の
金
融
機
関
自
ら
が
投
資
す
る
も
の
を
除
い
て
は
、
た
る
べ
〈
、
各
種
金
制
機
関
の
各
業
態
別

統
制
周
慨
を
し
て
、
自
治
的
に
調
節
統
制
せ
し
め
、
と
れ
を
岡
防
産
業
に
働
か
し
む
る
こ
と
、
た
し
、
尚
ほ
飴
剰
が
存
在
す
る
友
ら

ij:' 

一
際
悉
〈
、
己
れ
を
日
本
銀
行
に
集
中
せ

L
め
、
日
本
銀
行
上
り
、
更
に
、
右
の
商
問
構
成
員
に
し
て
、
統
制
除
件
に
遡
す
る

資
金
需
要
を
も
っ
所
の
金
融
機
関
を
経
て
、
と
れ
を
岡
防
産
業
忙
融
通
す
る
の
機
構
を
作
ら
な
け
れ
ば
泣
ら
ぬ
。
と
れ
が
日
本
銀
行

を
中
核
と
す
る
金
融
組
織
時
で
あ
る
。

現
存
の
会
闘
金
融
協
議
舎
は
、
円
本
銀
行
を
中
核
棋
と
し
て
、
普
お
銀
行
園
、
特
殊
銀
行
聞
、
ス
笠
岡
地
方
銀
行
協
合
、
全
国
貯
者



銀
行
協
舎
、
生
命
保
険
協
合
、
金
剛
組
合
金
融
協
合
、
信
一
世
協
A

官
、
詮
山
本
引
受
合
枇
協
舎
、
ピ
ル
プ
ロ

l
ヵ
1
協
曾
、
全
園
無
査
中

央
曾
の
、
十
悶
植
を
以
て
俳
成
員
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
ぞ
の
外
形
的
構
造
に
於
て
は
、
己

L
K
遁
ぷ
る
所
に
、
甚
だ
近
い
も
白
で

あ
る
。
併
し
訟
が
ら
、
と
の
金
制
金
融
協
議
合
は
、
統
制
岡
慨
も
江
る
も
の
で
は
む
〈
、
前
述
の
統
制
的
外
郭
閤
糊
た
る
の
要
請
に
膝

ム
る
に
は
、
倫
限
相
官
大
た
る
距
離
が
あ
る
。
縫
っ
て
、
現
賓
の
一
問
題
と
し
て
は
、
己
の
協
議
舎
を
し
て
、
と
り
性
格
を
も
つ
に
至

ら
し
む
る
か
、
然
ら
ざ
れ
ば
、
と
れ
を
離
れ
て
、
と
の
目
的
の
た
め
に
、
統
制
的
外
郭
圏
鱒
を
構
浩
す
る
必
要
が
あ
る
。
い
づ
れ
に

す
る
も
、
そ
の
統
制
の
組
織
は
如
何
た
る
も
の
B
F

す
べ
き
か
を
研
交
し
泣
け
れ
ば
危
ら
む
。

四

普
通
銀
行
特
殊
銀
行
以
外
の
各
種
金
融
機
関
の
統
制

金
融
の
統
制
は
在
る
べ
〈
自
治
的
統
制
の
方
針
に
土
る
べ
き
で
あ
る
が
、
そ
白
場
合
に
於
て
も
、
統
制
組
織
に
つ
い
て
注
意
す
ぺ

雪
と
と
は
、
統
制
の
方
針
を
協
議
し
、
方
法
を
決
定
し
、
賓
'
行
を
斡
旋
し
、
己
れ
が
殻
果
を
相
互
監
督
す
る
白
目
的
を
も
っ
組
織
惜

正
、
現
賓
の
金
融
取
引
を
行
ふ
組
織
百
戸
一
い
ム
己
圭
a
h

は
、
別
々
の
も
白
と
し
左
け
れ
ば
た
ち
白
と
い
ふ
己
と
で
あ
る
。
前
者
に
つ
い

て
は
、
今
日
の
構
迭
の
如
〈
、
各
種
白
金
融
機
関
が
、
そ
白
各
油
、
の
分
野
陀
於
て
結
成
し
た
る
圏
酬
闘
を
以
て
、
日
本
銀
行
を
中
按
と

す
る
所
の
闇
岬
慌
の
榊
成
員
と
す
Z
E
'と
が
溺
営
で
あ
ら
う
。
併
し
左
が
ら
バ
後
者
の
取
引
組
織
に
つ
い
て
は
、
統
制
開
削
聞
の
構
造
と

は
別
に
、
更
に
そ
の
構
造
に
つ
い
て
研
究
す
ベ
昔
所
が
あ
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。

そ
れ
は
、
ひ
と
し
ぐ
、
金
融
機
関
ー
と
い
っ
て
も
、
貯
蓄
銀
行
、
信
託
合
祉
、
生
命
保
険
合
枇
、
諮
努
舎
紅
、
ピ
ル
ブ
ロ
ー
カ
ー
、

加
県
議
合
枇
な
ど
は
、
金
融
機
閥
v
ど
し
て
、
普
通
銀
行
と
は
、
そ
心
地
位
を
均
し
く
し
て
居
な
い
と
い
ふ
と
と
で
あ
る
u

す
注
は
ち
、

普
通
銀
行
は
、
原
則
ト
し
て
、
自
己
の
金
融
機
関
を
も
っ
て
居
な
い
が
、
上
漣
の
各
積
金
融
機
関
は
、
更
に
自
己
の
金
融
機
関
を
も

日
本
部
行
を
中
核
と
す
る
金
融
構
闘
の
組
織
開

第
五
十
三
巻

七

第
四
蹄

グL



日
本
融
行
を
巾
核
と
す
る
金
融
槽
闇
聞
の
組
織
世

備
五
十
一
一
一
巻

七

第
四
班

O 

居
る
の
で
あ
っ
て
、
ぞ
れ
が
普
通
銀
行
で
あ
る
と
い
ふ
賠
で
あ
る
。

E
の
貼
に
於
て
、
上
湿
の
各
種
金
融
機
関
は
、
普
通
銀
行
と
は

別
個
の
性
質
の
金
融
機
関
で
あ
る
か
ら
、
統
制
的
闘
係
に
於
て
は
、
こ
れ
ら
の
各
種
金
融
機
関
白
岡
憶
が
、
直
ち
に
日
本
銀
行
に
接

摘
す
る
こ
と
が
、
泊
常
で
あ
ら
う
け
れ
ど
も
、
取
引
関
係
に
於
て
は
、
こ
れ
ら
り
各
積
金
融
機
附
同
慌
が
.
現
朕
の
如
く
、
そ
れ
ぞ

れ
の
普
通
銀
行
B
F
閥
聯
せ
し
め
置
く
べ
き
で
あ
ら
う
。

こ
れ
ら
の
各
種
金
融
機
関
が
、
時
過
銀
行
と
金
融
取
引
を
有
し
、
そ
れ
を
自
己
の
金
融
機
関
と
し
て
居
る
と
い
ふ
こ
と
は
、
偶
々
今

日
の
本
賓
が
そ
う
な
っ
て
居
る
と
い
ム
だ
け
の
こ
と
で
は
左
く
、
金
融
取
引
の
性
質
上
、
そ
う
な
っ
て
居
る
方
が
越
川
品
だ
か
ら
で
あ

る
。
日
本
銀
行
が
信
仰
を
各
地
に
増
設
し
、
利
付
預
金
を
預
る
こ
と
h

た
る
に
し
て
も
、
噛
円
通
銀
行
と
こ
れ
ら
む
令
副
機
関
と
の
取

引
を
、
こ
れ
に
代
っ
て
取
扱
ひ
、
そ
心
直
接
白
金
融
機
関
と
た
る
こ
と
は
不
遁
島
だ
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
は
、

一
方
に
於
て
、
日
本

銀
行
は
、
令
融
統
制
の
強
化
と
共
に
、

持
h
k

金
融
上
の
指
導
者
た
り
監
督
者
た
る
地
位
を
確
立
し
た
け
れ
ば
な
ら
泣
い
の
で
あ
っ

て、

E
れ
ら
の
令
一
融
機
関
と
商
取
引
的
た
金
融
取
引
を
直
接
に
な
す
己
と
は
不
適
官
で
あ
る
と
共
に
、
他
方
に
於
て
、

ζ

れ
ら
の
金

融
取
引
は
、
金
臓
の
同
滑
を
期
す
る
上
に
於
て
は
、
や
は
り
商
取
引
的
た
も
の
と
し
て
置
く
こ
と
が
遁
常
で
あ
る
と
い
ふ
乙
と
を
、

そ
の
理
向
島
ナ
る
。

更
に
貯
蓄
銀
行
以
下
、
前
記
列
皐
の
各
種
金
融
機
関
は
、
岡
市
覗
白
要
請
に
副
ふ
所
の
統
制
に
従
ふ
限
り
は
、
そ
己
に
集
積
す
る
資

金
を
、
白
色
投
資
す
お
上
に
於
て
、
己
の
統
制
僚
件
に
通
し
た
い
需
要
に
到
し
℃
は
、
と
れ
を
売
し
向
け
た
い
の
で
あ
る
か
ら
、

こ

れ
ら
の
金
融
機
闘
に
資
金
が
集
積
す
る
に
従
っ
て
、
統
制
上
の
遡
格
需
要
に
向
け
ら
れ
在
い
も
の
は
、
自
然
に
遊
資
と
た
り
、
そ
れ

は
普
通
銀
行
の
頒
金
ー
と
在
る
白
機
構
を
形
作
っ
て
居
る
。
そ
し
て
、
モ
れ
は
ま
た
、
弐
に
述
ぷ
る
普
通
銀
行
の
統
制
を
通
じ
て
、
日

本
銀
行
の
預
金
と
な
る
閥
係
に
あ
る
。
ゆ
ゑ
花
、
己
れ
ら
白
金
融
機
闘
の
費
金
在
、
日
本
銀
行
に
集
中
せ
し
め
る
た
め
に
は
、
日
本



銀
行
が
直
接
に
こ
れ
ら
と
取
引
を
開
始
す
る
必
要
は
友
い
の
で
あ
る
。

地
方
銀
行
も
、
日
本
銀
行
及
び
背
通
銀
行
と
の
閥
係
に
於
て
は
、

己
L
に
遁
ペ
た
る
各
種
金
融
機
関
と
略
同
は
そ
の
趣
曹
を
等
し
く

ず
る
も
の
で
あ
る
。

さ
て
、
普
通
銀
行
及
び
特
殊
銀
行
以
外
の
、
こ
れ
ら
の
各
種
の
金
融
機
関
白
統
制
は
、
如
何
に
し
て
と
れ
を
行
ふ
べ
き
か
?

今
日
、
金
融
統
制
の
目
的
は
、
仰
に
述
べ
た
る
資
金
の
件
格
に
諮
除
す
る
の
機
能
を
抽
出
折
せ
し
む
る
に
あ
っ
て
、
ず
な
は
ち
、
民
間

資
金
を
し
て
、
在
る
べ
く
多
〈
公
債
消
化
K
向
は
し
む
る
ん
一
共
に
、
同
防
産
業
白
生
産
力
を
増
昂
ず
る
に
働
か
し
む
る
に
あ
る
。
乙

の
公
債
消
化
に
閲
す
る
己
と
は
、
別
に
譲
り

生
産
力
略
昂
白
目
的
を
以
て
す
る
統
制
と
し
て
は
、

金
融
機
関
は
、

A
Z
H
い
づ
れ

も
、
長
期
資
金
に
つ
い
て
は
、
臨
時
資
金
調
整
法
に
土
り
で
、
ま
た
短
期
資
金
に
つ
い
て
は
、
銀
行
等
資
金
運
用
令
に
よ
り
て
そ

の
資
金
蓮
用
に
つ
き
一
定
の
制
限
を
受
け
て
成
る
。
と
れ
は
図
防
産
業
の
生
産
力
を
靖
昂
横
充
す
る
己
と
に
関
係
た
き
も
の
を
抑
制

し
て
、
な
る
べ
〈
多
〈
己
の
方
向
に
向
は
し
め
ん
と
す
る
に
あ
る
。
そ
れ
ゆ
ゑ
民
、
こ
れ
ら
の
法
令
は
、
金
融
機
関
が
、
円
市
民
運

用
し
得
る
資
金
の
額
に
一
定
の
限
度
聖
設
け
、
そ
れ
以
上
の
金
額
の
貸
出
に
つ
い
て
は
、

一
々
許
可
を
要
す
る
乙
と
に
し
て
居
る
。

い
ま
、
そ
の
制
限
以
内
に
於
て
混
用
す
る
も
の
を
、
同
由
運
用
資
金
と
得
す
る
た
ら
ば
、
モ
の
制
限
以

kι
蓮
川
せ
ん
と
す
る
も
の

は
、
許
可
運
用
資
金
と
棉
ず
る
こ
と
を
得
る
も
の
で
あ
っ
て
、
こ
れ
は
、
同
園
防
産
業
に
必
要
た
る
も
の
か
、
閣
ま
た
は
凶
防
産
業

の
必
要
を
害
せ
ざ
る
程
度
に
於
て
然
ら
ざ
る
産
業
に
川
ゐ
し
め
作
る
も
の
な
る
か
、
モ
の
い
づ
れ
か
で
あ
る
。
従
っ
て
、
若
し
も
、

法
令
に
よ
り
、
若
し
〈
は
、
自
治
的
作
刑
忙
よ
り
、
統
制
を
強
化
し
て
、
白
山
連
刑
資
金
O
限
度
が
引
下
げ
ら
れ
る
か
、
ま
た
は
、

詐
可
運
用
資
金
の
聞
の
取
締
が
弧
化
せ
ら
れ
る
左
ら
ば
、
手
持
資
金
は
、
許
可
運
用
資
金
白
川
区
向
ム
か
、
然
ら
ざ
れ
ば
、
徐
裕
資

金
と
友
る
の
外
た
き
閲
係
に
あ
る
。

日
本
銀
行
在
中
防
相
と
す
る
金
融
欄
闘
の
組
織
強

第
五
十
三
巻

七

静
岡
龍



日
本
銀
行
を
巾
肢
と
す
る
金
融
棉
闘
の
組
織
噛

第
五
十
一
一
一
巻

士
四

第
四
競

い
ま
、
普
通
銀
行
と
特
殊
銀
行
と
は
姑
く
別
と
な
し
、
そ
の
他
各
種
白
金
融
機
関
に
於
げ
る
資
金
運
用
に
封
す
る
統
制
と
し
て
は
、

先
づ
、
そ
の
業
種
毎
の
関
関
に
於
て
、
自
治
的
忙
各
加
入
者
の
手
許
資
金
の
欣
況
に
膝
巳
、
そ
れ
ら
白
金
融
機
関
土
り
す
る
所
の
閲

防
産
業
資
金
の
供
給
を
、
よ
り
豊
宮
な
ら
し
む
る
に
あ
る
。
己

O
と
と
は
許
可
運
用
の
範
閣
内
に
於
て
は
、
岡
防
産
業
へ
の
供
給
は
、

各
自
白
取
引
に
一
任
し
、
然
ら
す
る
も
の
は
、

γ
一
の
統
制
閣
鱒
に
於
て
、
資
金
の
扶
況
に
臆
巳
て
、
そ
の
調
節
に
上
り
、
統
制
を
加

ふ
べ
き
も
の
で
あ
っ
て
、
更
に
白
'
出
蓮
用
の
範
圏
に
於
て
も
、
と
の
趣
旨
に
よ
る
調
節
的
統
制
を
行
ふ
と
と
L
す
る
の
で
あ
る
。

こ
の
揚
合
に
於
て
、
自
由
運
用
に
封
し
て
更
に
加
へ
ら
る
i
h

所
の
統
制
に
は
、
資
金
の
吸
取
と
資
金
コ
ス
ト
と
の
閥
係
に
於
て
限

界
の
存
す
る
己
と
に
mm意
し
左
け
れ
ぽ
友
ら
ね
。
資
金
吸
取
闘
係
と
い
ム
は
、
例
へ
ば
、
保
険
の
加
入
者
に
針
す
る
、

一
定
限
度
の

貸
付
白
慣
行
の
如
き
、
ま
た
無
謀
排
込
人
に
針
す
る
一
定
金
舗
の
貸
付
規
約
の
如
き
も
の
で
あ
っ
て
、
か
く
の
如
き
貸
付
を
受
け
得

る
見
込
に
於
て
、
そ
の
排
込
を
泣
す
の
で
あ
る
か
ら
、
自
由
運
用
に
針
す
る
統
制
は
、
と
の
貸
付
を
阻
害
す
る
程
度
陀
達
す
る
と
と

け
同
来
泣
い
の
で
あ
る
。

ま
た
金
銭
信
託
に
は
諌
定
配
常
率
が
あ
り
、
保
険
料
牧
入
に
は
致
定
利
率
が
存
在
す
る
如
〈
、
各
種
金
融
機
関
は
、
そ
の
各
自
の

'‘ 
業
態
に
於
て
、
そ
れ
ぞ
れ
受
入
資
金
に
劃
し
て
は
、

一
定
の
利
子
負
婚
が
あ
る
と
共
に
、
替
業
費
負
捨
も
こ
れ
に
加
算
し
在
け
れ
ば

た
ら
む
も
の
で
あ
る
。
詩
業
費
負
捨
は
、
統
制
に
上
り
競
争
の
た
め
の
費
用
を
消
略
し
、
ま
た
は
合
併
脅
し
〈
は
聯
合
に
よ
り
、
人

件
費
及
び
事
務
費
の
節
約
を
な
し
得
る
け
れ

E
弘
、
而
も
そ
の
額
は
必
宇
し
も
犬
友
る
を
望
む
己
と
は
同
来
在
い
。
併
し
、
と
t
h

に

も
、
も
と
よ
り
、
統
制
作
用
を
殻
果
的
な
ら
し
む
べ
骨
所
あ
る
は
言
ふ
を
倹
た
泣
い
。
た
w
h

利
了
負
捨
に
至
つ
て
は
、
資
金
を
吸
取

一
般
利
子
水
準
が
低
下
せ
ざ
る
隈
り
、
現
航
よ
り
低
下
せ
し
む
る
笠
み
は
な
い
。
己
t
h

に
資
金
コ
ス
ト
の

闘
係
よ
わ
す
る
所
白
、
自
由
強
用
に
劃
す
る
統
制
の
限
界
が
去
は
れ
る
。

す
る
の
目
的
よ
わ
見
て
、



今
日
に
於
て
は
、
と
れ
ら
各
種
の
金
融
機
関
に
あ
り
で
は
、
自
由
港
用
D
資
金
に
到
し
て
は
、
備
段
、
右
の
限
界
に
達
す
る
ま
で
に

相
官
統
制
を
如
へ
得
る
徐
裕
が
あ
る
。
と
の
自
由
運
用
資
金
に
針
す
る
統
制
は
、
そ
の
業
態
の
事
情
に
通
暁
せ
る
常
業
者
自
ら
が
、

各
種
金
融
機
関
の
圏
惜
の
内
部
に
於
て
、
自
治
的
に
こ
れ
を
行
ふ
己
と
が
昆
も
事
宣
に
遇
す
る
所
で
あ
る
。

す
左
は
ち
、
各
種
金
融
機
闘
の
統
制
圏
閣
は
、
各
業
種
別
に
於
て
、
そ
D
加
入
各
個
の
金
融
機
関
心
保
有
す
る
資
金
を
、
そ
の
各

自
が
、
直
接
に
困
防
庁
業
曾
祉
に
貸
付
く
る
も
白
を
除
い
て
は
、
た
る
べ
く
多
く
、
闘
防
産
業
に
供
給
す
る
た
め
に
、
株
式
府
ザ
持
、

社
債
引
受
に
充
て
得
る
の
斡
旋
ー
と
割
常
と
を
た
す
の
で
あ
る
。
或
は
、
株
式
や
枇
債
以
外
に
於
亡
も
、
己
白
目
的
の
た
め
に
資
金
貸

出
に
封
し
で
も
プ
ー
ル
を
構
成
す
る
に
至
る
た
ら
ば
、
一
一
厨
よ
く
有
設
な
る
働
告
を
た
し
得
る
乙
と
ミ
友
る
で
あ
ら
う
。
而
し
て
、

統
制
は
、
皐
に
斡
旋
割
営
、
ま
た
は
貸
向
プ
1
ん
に
止
ま
る
べ
き
で
は
左
〈
、
積
何
倒
的
に
、
資
金
の
吸
取
に
つ
い
て
も
、
競
争
を
制

し
、
便
宜
を
供
し
、
機
舎
を
興
へ
、
方
法
を
議
宇
る
に
於
て
、
指
導
と
協
同
と
白
面
に
於
て
こ
れ
を
な
す
べ
き
で
あ
ら
う

U

か
く
の
如
く
、
己
れ
ら
各
種
の
金
融
機
闘
に
於
て
は
、
た
る
べ
く
、
そ
D
資
金
の
運
用
に
つ
き
、
ハ
品
業
闇
健
の
自
治
的
統
制
に
委

む
べ
き
で
あ
る
砂
れ

E
も
、
而
も
、
ヒ
の
自
治
統
制
白
目
白
厨
〈
所
は
、
応
部
的
た
る
を
売
れ
得
危
い
こ
と
が
あ
る
u

金
融
統
制
は

杢
般
に
見
渡
し
た
る
底
昔
硯
野
に
於
て
行
は
な
け
れ
ば
左
ら
ね
。
己
主
に
中
央
銀
行
た
る
日
本
銀
行
が
、
こ
れ
ら
の
官
業
者
圏
慌
の

上
に
、
更
に
統
制
者
と
し
て
臨
ま
ね
ば
な
ら
ね
閥
係
が
あ
る
。
こ
の
場
合
に
於
け
る
日
本
銀
行
白
統
制
は
、
営
業
者
圏
慌
に
針
し
、

そ
れ
ら
の
業
者
の
投
費
に
誼
ず
る
所
の
幽
防
産
業
資
金
の
需
要
を
具
閥
的
に
指
示
し
、
官
業
者
を
し
て
、
そ
の
所
属
国
慌
に
於
け
る

自
治
的
統
制
の
下
に
そ
の
保
有
資
金
を
調
達
し
て
こ
れ
を
供
給
せ
し
む
る
に
あ
る
。
而
し
亡
、
首
業
者
の
自
治
的
統
制
に
よ
る
調
達

と
供
給
と
が
可
能
な
る
に
拘
は
ら
十
、
手
続
モ
白
他
の
閥
係
に
よ
り
敏
速
な
る
を
得
ぎ
る
と
昔
は
、

一
時
日
本
銀
行
自
ら
、
と
れ
ら

の
金
融
機
闘
の
圏
悌
に
貸
付
を
左
し
、
己
れ
を
以
て
、
己
の
投
資
に
支
て
し
め
、
後
、
A

商
業
者
に
於
て
調
達
を
完
了
し
た
る
践
に
於

τ、
と
れ
を
日
本
銀
行
に
逗
消
せ
し
む
る
の
方
法
を
必
要
と
す
る
。
然
る
場
合
に
於
て
、
こ
の
貸
付
を
受
け
し
め
、
傍
ら
資
金
白
調

H
本
銀
行
を
中
核
と
す
る
金
融
構
闘
の
組
織
瞳

第
五
十
三
巻

=
一
七
五

第
四
擁



げ
本
銀
行
を
巾
核
と
す
る
金
融
構
闘
の
組
織
憾

第
五
十
三
容

七
六

第
凹
臆

匹I

建
に
首
ら
し
む
る
に
つ
い
て
、
日
本
銀
行
の
指
導
の
下
に
、

E
れ
ら
の
金
融
機
闘
を
立
た
し
む
る
知
に
於
て
、
日
本
銀
行
の
統
制
と

い
ム
意
義
が
あ
る
。

制
し
友
が
ら
、
己
れ
ら
の
金
融
機
闘
の
手
持
資
金
は
、
今
日
の
我
が
金
融
機
構
に
於
て
は
、
前
述
内
如
く
、
モ
む
牧
支
取
引
白
削
剛

係
に
於
て
必
十
一
肱
、
品
品
目
涌
銀
行
の
間
金
と
左
る
べ
き
筋
合
に
あ
る
も
の
一
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
金
融
機
闘
が
、
日
ら
己
れ

を
投
資
に
充
つ
る
か
、
ま
た
は
統
制
間
関
白
指
導
に
よ
り
て
投
資
す
れ
ば
、
と
の
預
金
は
、
減
少
を
来
す
も
の
で
あ
り
、
統
制
に
よ

り
て
各

H
D投
資
が
制
限
せ
ら
呂
、
左
ら
ぽ
、
こ
の
到
金
は
自
ら
増
加
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
主
に
、
己
れ
ら
各
種
の
金
融
機

闘
に
集
積
す
る
所
の
資
金
が
、
そ
白
白
山
運
用
の
範
制
以
外
に
於
て
‘
直
接
に
岡
防
産
業
に
投
資
せ
ら
れ
、
ま
た
は
.
所
属
の
闇
鰐
の
白

治
的
統
制
に
よ
っ
て
こ
の
方
而
に
投
資
せ
ら
れ
て
、
向
徐
り
あ
る
か
、
若
し
く
は
、
消
極
的
統
制
に
よ
り
投
資
が
制
限
せ
ら
れ
て
遊

資
が
生
宇
る
た
ら
ば
、
そ
の
徐
裕
資
金
は
普
通
銀
行
に
於
け
る
預
金
と
な
っ
て
現
は
れ
る
。
然
る
揚
合
に
於
て
日
本
銀
行
は
、
こ
れ

に
到
し
て
統
制
的
に
投
資
の
指
導
を
在
ず
べ
き
で
あ
っ
て
、
す
な
は
ち
、
日
本
銀
行
は
、
こ
の
普
通
銀
行
に
集
杭
す
る
所
の
、
こ
れ

ら
各
種
金
融
機
闘
の
預
金
を
説
脱
し
T
一
、
普
通
銀
行
に
他
心
方
同
よ
り
集
る
資
金
と
関
聯
し
て
、
そ
れ
ら
と
綜
合
し
て
、
然
る
べ
く

指
導
す
る
と
と
に
於
て
、
そ
の
統
制
力
を
寅
現
す
べ
き
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
普
通
銀
行
に
附
す
る
金
融
統
制
と
闘
聯
し
て

後
に
漣
ぶ
る
所
が
あ
る
。

全
園
地
方
銀
行
協
合
の
合
員
た
る
金
融
機
闘
は
、
法
律
上
に
於
て
は
、
普
通
銀
行
閣
を
組
織
す
る
諸
銀
行
と
同
一
の
悼
格
を
も
つ

も
の
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
そ
の
総
論
肘
上
の
性
格
は
杓
々
こ
れ
と
具
る
所
が
あ
り
、
む
し
ろ
、
こ
の
問
題
白
範
間
内
に
於
て
は
、
前
漣

の
各
種
金
融
機
関
と
類
似
の
一
J

札
場
に
あ
る
も
の
と
見
る
乙
と
が
川
来
る
。
従
っ
て
、
そ
の
自
治
統
制
及
び
、
日
本
銀
行
の
統
制
も
亦

時
々
同
様
の
趣
旨
に
よ
っ
て
行
は
る
べ
き
で
あ
ら
う
。

向
段
、
特
殊
銀
行
及
び
普
通
銀
行
白
統
制
組
織
に
つ
い
て
は
、
紙
教
の
都
合
に
よ
り
、
更
め
て
こ
れ
を
摘
。
ヂ
る
と
と
、
す
る
。

l
l
l

一
-
六
・
九
・
一
五

l
l
l




